
村
越
化
石
氏
の
句
集

〔処女句集〕昭和37年〔卒寿記念自選句集〕平成25年〔第九句集〕平成22年
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〔第四句集〕昭和63年〔第五句集〕平成4年〔第六句集〕平成9年

獨
眼

山
國
抄

端
坐

筒
鳥

石
と
杖

入
賞
作
品
集

入
賞
作
品
集

第
19
回“

魂
の
俳
人„

藤
枝
市
村
越
化
石
俳
句
大
会



〔
石
刻
句
〕

望
郷
の
目
覚
む
八
十
八
夜
か
な

平
成
十
五
年（
第
一
回
）

平
成
二
十
一
年（
第
七
回
）

平
成
二
十
三
年（
第
八
回
）

　平
成
三
十
年（
第
十
四
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

令
和

三

年（
第
十
七
回
）

「
村
越
化
石
顕
彰
玉
露
の
里
俳
句
大
会
」開
催

「
藤
枝
市
村
越
化
石
顕
彰
俳
句
大
会
」に
名
称
変
更

「
藤
枝
市
村
越
化
石
俳
句
大
会
」に
名
称
変
更
　
　

実
行
委
員
会
に
よ
る
運
営
体
制
へ
移
行

選
者
に
有
馬
朗
人
氏
と
関
森
勝
夫
氏
を
迎
え
、

新
た
な
運
営
体
制
で
再
開
、小
学
生
・
中
学
生
の

部
は
市
内
在
住・通
学
者
を
対
象
。

選
者
に
大
串
章
氏
を
迎
え
る
。

【
俳
句
大
会
の
経
緯
】

望
郷
の
句
は
私
に
多
い
。故
郷
を
離
れ
て
す
で
に
久
し
く
、

見
え
な
い
眼
の
奥
に
い
つ
も
故
郷
が
あ
る
。夏
も
近
づ
く

八
十
八
夜
は
新
茶
の
初
摘
み
の
頃
、村
中
が
茶
の
香
り
に

つ
つ
ま
れ
る
よ
き
季
節
。

生
気
溢
る
る
八
十
八
夜
は
望
郷
と
と
も
に
私
の
好
き
な

言
葉
で
あ
る
。

村
越
化
石

平
成
七
年
作

”魂
の
俳
人
“
村
越
化
石

村
越
化
石
氏
は
大
正
十
一
年
藤
枝
市
岡
部
町
に
生
ま
れ
、

ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
、十
六
歳
の
と
き
治
療
の

た
め
離
郷
。

そ
の
後
、俳
人
大
野
林
火
氏
に
師
事
し
、精
進
に

精
進
を
重
ね
て
数
々
の
立
派
な
作
品
を
生
み
だ
し
、

「
魂
の
俳
人
」と
し
て
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

藤
枝
市
村
越
化
石

　
　
　
　
俳
句
大
会
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
、藤
枝
市
岡
部
町
出
身
の

村
越
化
石
氏
の
功
績
を
顕
彰
し
て
、

藤
枝
市
岡
部
町
新
舟
に
句
碑
を
建
立
す
る

と
同
時
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
会
の
主
旨
は
、村
越
化
石
氏
の
俳
句
の

世
界
の
理
解
、俳
句
に
人
生
の
豊
か
さ
を

見
出
し
て
い
る
方
々
に
作
品
発
表
の

機
会
を
作
る
こ
と
、そ
し
て
初
心
者
を

は
じ
め
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
俳
句
に

親
し
み
、楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年

平
成
三
年

平
成
二
十
六
年
三
月
八
日

第
十
七
回
蛇
笏
賞 

受
賞

紫
綬
褒
章
受
章

死
去（
九
十
一
歳
）

令
和
五
年
十
二
月
十
日
　
発
行

編
集
・
発
行
　
藤
枝
市 

街
道
・
文
化
課

　
　
　
　
　
　
藤
枝
市
岡
出
山
一
丁
目
十
一
番
一
号

　
　
　
　
　
　
電  

話 

〇
五
四-

六
四
三-

三
〇
三
六

印
　
　
　
刷
　
中
央
印
刷
株
式
会
社

入
賞
作
品
集

藤
枝
市
村
越
化
石
俳
句
大
会

第
19
回“

魂
の
俳
人„

玉
露
の
里

〔
石
刻
句
〕

望
郷
の
目
覚
む
八
十
八
夜
か
な

平
成
十
五
年（
第
一
回
）

平
成
二
十
一
年（
第
七
回
）

平
成
二
十
三
年（
第
八
回
）

　平
成
三
十
年（
第
十
四
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

令
和

三

年（
第
十
七
回
）

「
村
越
化
石
顕
彰
玉
露
の
里
俳
句
大
会
」開
催

「
藤
枝
市
村
越
化
石
顕
彰
俳
句
大
会
」に
名
称
変
更

「
藤
枝
市
村
越
化
石
俳
句
大
会
」に
名
称
変
更
　
　

実
行
委
員
会
に
よ
る
運
営
体
制
へ
移
行

選
者
に
有
馬
朗
人
氏
と
関
森
勝
夫
氏
を
迎
え
、

新
た
な
運
営
体
制
で
再
開
、小
学
生
・
中
学
生
の

部
は
市
内
在
住・通
学
者
を
対
象
。

選
者
に
大
串
章
氏
を
迎
え
る
。

【
俳
句
大
会
の
経
緯
】

望
郷
の
句
は
私
に
多
い
。故
郷
を
離
れ
て
す
で
に
久
し
く
、

見
え
な
い
眼
の
奥
に
い
つ
も
故
郷
が
あ
る
。夏
も
近
づ
く

八
十
八
夜
は
新
茶
の
初
摘
み
の
頃
、村
中
が
茶
の
香
り
に

つ
つ
ま
れ
る
よ
き
季
節
。

生
気
溢
る
る
八
十
八
夜
は
望
郷
と
と
も
に
私
の
好
き
な

言
葉
で
あ
る
。

村
越
化
石

平
成
七
年
作

”魂
の
俳
人
“
村
越
化
石

村
越
化
石
氏
は
大
正
十
一
年
藤
枝
市
岡
部
町
に
生
ま
れ
、

ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
、十
六
歳
の
と
き
治
療
の

た
め
離
郷
。

そ
の
後
、俳
人
大
野
林
火
氏
に
師
事
し
、精
進
に

精
進
を
重
ね
て
数
々
の
立
派
な
作
品
を
生
み
だ
し
、

「
魂
の
俳
人
」と
し
て
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

藤
枝
市
村
越
化
石

　
　
　
　
俳
句
大
会
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
、藤
枝
市
岡
部
町
出
身
の

村
越
化
石
氏
の
功
績
を
顕
彰
し
て
、

藤
枝
市
岡
部
町
新
舟
に
句
碑
を
建
立
す
る

と
同
時
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
会
の
主
旨
は
、村
越
化
石
氏
の
俳
句
の

世
界
の
理
解
、俳
句
に
人
生
の
豊
か
さ
を

見
出
し
て
い
る
方
々
に
作
品
発
表
の

機
会
を
作
る
こ
と
、そ
し
て
初
心
者
を

は
じ
め
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
俳
句
に

親
し
み
、楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年

平
成
三
年

平
成
二
十
六
年
三
月
八
日

第
十
七
回
蛇
笏
賞 

受
賞

紫
綬
褒
章
受
章

死
去（
九
十
一
歳
）

令
和
五
年
十
二
月
十
日
　
発
行

編
集
・
発
行
　
藤
枝
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街
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・
文
化
課
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枝
市
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藤
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市
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句
大
会

第
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回“

魂
の
俳
人„

玉
露
の
里



1

選 者 紹 介

大お
お

串ぐ
し 

章
あ
き
ら

氏

俳
誌
「
百
鳥
」
主
宰

「
大
野
林
火
」
氏
に
師
事
（
村
越
化
石
氏
の
同
門
）

朝
日
新
聞
俳
壇
・
愛
媛
新
聞
俳
壇
選
者

俳
人
協
会
会
長
、
日
本
文
藝
家
協
会
理
事
、
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
常
任
理
事

第
九
回
俳
人
協
会
評
論
賞
受
賞
、
第
四
十
五
回
俳
人
協
会
賞
受
賞

関せ
き

森も
り

勝か
つ

夫お

氏

俳
誌
「
蜻
蛉
」
主
宰

「
大
野
林
火
」
氏
に
師
事
（
村
越
化
石
氏
の
同
門
）

静
岡
県
立
大
学
名
誉
教
授

俳
人
協
会
顧
問
、
俳
人
協
会
静
岡
県
支
部
顧
問
、
国
際
俳
句
交
流
協
会
評
議
員
、

日
本
文
藝
家
協
会
会
員
、
日
本
詩
歌
文
学
館
評
議
員



2

村 越 化 石 賞
大 串  章 氏 選

受 賞 作 品 と 講 評

小学生の部

海
の
家
風
鈴
た
ち
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

佐
々
木
海
琉

〔講評〕

海
の
家
に
風
鈴
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
。鉄
風
鈴
や
貝
風
鈴
な
ど
音
色
も
さ
ま
ざ
ま
。

ま
る
で
管
楽
器
や
打
楽
器
に
よ
る
大
合
奏
の
よ
う
。「
風
鈴
た
ち
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

と
は
う
ま
く
表
現
し
ま
し
た
ね
。
素
晴
し
い
。

青
島
北
小
学
校
・
６
年

中学生の部

せ
み
し
ぐ
れ
魂
燃
え
る
部
活
動

疋
野
も
も
こ

〔講評〕

蟬
が
鳴
き
立
て
る
夏
の
暑
い
日
、
魂
を
燃
や
し
て
部
活
動
に
励
ん
で
い
る
。
部
活
動

と
言
う
と
運
動
系
の
野
球
や
テ
ニ
ス
、
文
化
系
の
吹
奏
楽
な
ど
思
う
が
、
掲
句
の
部

活
動
は
何
だ
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
そ
の
努
力
に
拍
手
！

青
島
中
学
校
・
２
年

一般の部

共
白
髪
と
な
り
て
花
野
の
風
を
き
く

椋
本
信
枝

〔講評〕

長
年
連
れ
添
い
、
共
白
髪
と
な
っ
た
夫
婦
が
花
野
を
歩
い
て
ゆ
く
。
萩
・
桔
梗
な

ど
秋
の
七
草
の
ほ
か
、
名
を
知
ら
な
い
草
花
も
い
ろ
い
ろ
咲
い
て
い
る
。
穏
や
か

で
広
々
と
し
た
花
野
を
歩
い
て
ゆ
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
思
い
出
し
懐
か
し
い
。

「
花
野
の
風
を
き
く
」
が
言
い
得
て
妙
。

藤
枝
市
水
上
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市 長 賞
大 串  章 氏 選

受 賞 作 品 と 講 評

中学生の部

鮎
は
ね
て
魚
道
の
水
が
す
き
と
お
る

伊

藤　

楽

〔講評〕

鮎
が
跳
ね
あ
が
り
川
の
水
が
透
き
通
っ
て
見
え
る
。
明
る
く
健
や
か
な
光
景
で
あ
る
。

鮎
は
春
に
な
る
と
川
を
遡
り
、
秋
に
は
上
流
の
瀬
で
産
卵
す
る
。
因
み
に
、「
魚
道
」

は
鮎
の
遡
上
を
助
け
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
工
作
物
。

藤
枝
中
学
校
・
１
年

一般の部

よ
く
通
る
卒
寿
の
声
や
稲
の
花

武
藤
洋
一

〔講評〕

輝
く
稲
の
花
の
向
こ
う
か
ら
卒
寿
翁
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
か
な
り
離
れ
て
い

る
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
。「
卒
寿
の
声
」
が
「
よ
く
通
る
」
と
は
素
晴
ら
し
い
。

因
み
に
、
声
が
よ
く
通
る
と
は
、
周
囲
に
雑
音
が
多
く
て
も
聞
き
取
り
や
す
く
、

距
離
が
離
れ
て
い
て
も
内
容
が
分
か
る
こ
と
。

群
馬
県
前
橋
市
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教 育 長 賞
関 森 勝 夫 氏 選

受 賞 作 品 と 講 評

小学生の部

ほ
ご
犬
と
な
か
よ
く
な
れ
た
夏
休
み

竹
嶋
優
璃

〔講評〕

保
護
犬
を
引
き
取
っ
た
ば
か
り
は
家
族
に
な
つ
か
な
く
、
苦
労
し
て
い
た
の
だ
が
、
日

が
た
つ
に
つ
れ
て
心
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
夏
休
み
の
終
わ
る
頃
に
は
す
っ
か
り
仲
良

く
な
れ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
が
夏
休
み
の
何
よ
り
の
成
果
だ
っ
た
と
喜
ん
で
い
る
。

こ
の
努
力
を
賛
え
た
い
。
動
物
愛
護
の
優
し
い
家
庭
環
境
も
受
け
止
め
ら
れ
る
。

葉
梨
小
学
校
・
３
年

一般の部

お
ぼ
ろ
め
く
島
の
着
陸
誘
導
灯

野

上　

卓

〔講評〕

春
が
早
い
南
国
の
島
の
空
港
。
着
陸
態
勢
に
入
り
高
度
を
下
げ
て
行
く
機
内
の
窓
か

ら
見
下
し
た
景
で
あ
ろ
う
。
滑
走
路
の
誘
導
灯
が
お
ぼ
ろ
に
点
点
と
列
を
成
し
て
見

え
た
の
で
あ
る
。
明
日
か
ら
始
ま
る
島
で
の
出
会
い
に
、作
者
の
期
待
感
が
た
か
ぶ
っ

て
い
く
こ
と
が
感
受
さ
れ
る
。

東
京
都
世
田
谷
区
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藤枝市文化協会会長賞
関 森 勝 夫 氏 選

受 賞 作 品 と 講 評

小学生の部

セ
ミ
が
と
ぶ
た
も
の
む
こ
う
の
大
空
へ

山
下
蒼
馬

〔講評〕

幹
に
と
ま
っ
た
蝉
を
捕
え
よ
う
と
、
慎
重
に
た
も
（
網
）
を
か
ぶ
せ
た
の
だ
が
、
蝉
は
一

瞬
に
し
て
た
も
の
す
き
ま
か
ら
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
生
生
と
し
た
姿
を
見
上
げ
て
い

る
作
者
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。「
大
空
へ
」
の
表
現
か
ら
自
由
を
得
た
蝉
の
よ
ろ
こ
び
の

感
情
さ
え
も
が
受
け
止
め
ら
れ
る
。

藤
枝
中
央
小
学
校
・
２
年

中学生の部

夏
祭
り
い
ろ
ん
な
に
お
い
が
入
り
混
じ
る

出
雲
蒼
大

〔講評〕

祭
の
会
場
で
あ
る
神
社
へ
の
参
道
に
は
多
く
の
屋
台
が
並
び
、
食
べ
物
を
売
っ
て
お
り
、
そ
の
臭
い

や
混
雑
の
ひ
と
い
き
れ
が
混
り
合
っ
て
強
く
漂
っ
て
い
る
。
混
り
合
っ
た
物
の
に
お
い
に
よ
っ
て
祭

の
夜
の
盛
況
ぶ
り
が
表
現
さ
れ
た
。
祭
の
具
体
的
な
描
写
は
な
い
が
、
多
く
の
人
々
が
体
験
し
て
い

る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
納
得
出
来
よ
う
。
参
考
ま
で
だ
が
、
江
戸
時
代
の
句
に
「
市
中
は
物
の
に
ほ

ひ
や
夏
の
月　
凡
兆
」
が
あ
る
。
京
の
下
町
の
盛
況
ぶ
り
を
雑
多
な
匂
い
に
よ
っ
て
捉
え
て
い
る
。

岡
部
中
学
校
・
２
年
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入 選 作 品
関 森 勝 夫 氏 選

中学生の部

富
士
山
が
入
道
雲
か
ら
こ
ん
に
ち
は

藤
枝
中
学
校
・
１
年

中
村　

愛
菜

夏
の
日
の
思
い
出
光
る
日
記
帳

青
島
北
中
学
校
・
１
年

和
田　

采
鈴

汗
だ
く
の
父
に
か
け
た
い
金
メ
ダ
ル

藤
枝
中
学
校
・
３
年

今
村　

駿
汰

小学生の部

炎
天
下
走
る
ぼ
く
た
ち
風
に
な
る

藤
枝
中
央
小
学
校
・
３
年

長
谷
川
蒼
樹

夏
休
み
の
こ
る
し
ゅ
く
だ
い
み
な
い
ふ
り

広
幡
小
学
校
・
３
年

藤
原　

拓
馬

雨
蛙
水
を
飛
び
出
し
旅
に
出
る

青
島
小
学
校
・
５
年

石
上　

春
樹

水
草
の
す
き
間
に
の
ぞ
く
メ
ダ
カ
の
子

広
幡
小
学
校
・
５
年

木
村　

美
月

一般の部

哀
調
も
一
瞬
混
じ
る
蟬
時
雨

藤
枝
市
藤
岡

大
石　

俊
彦

波
の
プ
ー
ル
子
等
い
つ
せ
い
に
浮
き
上
が
る

愛
媛
県
喜
多
郡
内
子
町

毛
利　

喜
子

健
在
の
母
校
の
古
木
蟬
し
ぐ
れ

藤
枝
市
仮
宿

加
用　

富
夫

湿
原
に
さ
び
色
の
草
秋
の
風

富
士
宮
市

甲
斐
ゆ
き
子

走
り
書
き
の
母
の
追
伸
つ
く
つ
く
し

秋
田
県
能
代
市

岸
部　

吟
遊
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歴代化石賞受賞作品

村 越 化 石 俳 句 大 会

大
会
回

年
度

部　
　
門

作　
　
　
　
品

氏　
　
名

学
校
名
等

第1回

平成15

小
学
生

赤
ト
ン
ボ
見
に
来
て
く
れ
た
運
動
会

森
田
彩
加

埼
玉
県
岡
部
小
４
年

中
学
生

青
い
海
白
い
砂
浜
夏
が
来
た

松
下
和
弘

大
洲
中
２
年

一
般

み
ど
り
の
日
村
に
自
慢
の
榧
大
樹

新
川
晴
美

静
岡
市

第2回

平成16

小
学
生

秋
の
空
羊
が
さ
ん
ぽ
し
て
い
る
よ

強
瀬
紗
希

埼
玉
県
岡
部
小
５
年

中
学
生

大
き
な
手
小
さ
な
手
を
ひ
く
夏
祭
り

村
越
亮
太

岡
部
中
２
年

一
般

身
奇
麗
を
常
の
こ
こ
ろ
に
秋
立
て
り

石
井
み
よ
子

焼
津
市

第3回

平成17

小
学
生

水
ま
い
て
で
き
た
に
じ
橋
一
人
じ
め

柴
田
美
優

藤
枝
小
６
年

中
学
生

さ
わ
や
か
に
ひ
ざ
っ
こ
ぞ
う
を
す
ぎ
る
風

岩
瀬
卓
也

青
島
北
中
２
年

一
般

は
る
ば
る
と
来
て
望
郷
の
碑
に
涼
む

影
島
智
子

富
士
川
町

第4回

平成18

小
学
生

虫
お
く
り
あ
つ
い
火
の
こ
が
ぼ
く
に
と
ぶ

朝
比
奈
大
輝

朝
比
奈
第
一
小
２
年

中
学
生

ひ
ま
わ
り
と
生
き
て
い
き
た
い
ま
っ
す
ぐ
に

山
内
晴
香

藤
枝
中
３
年

一
般

語
り
合
ふ
こ
と
も
供
養
や
秋
彼
岸

横
山
茂
子

三
重
県
四
日
市
市

第5回

平成19

小
学
生

あ
ま
い
も
も
さ
わ
っ
て
び
っ
く
り
毛
が
あ
る
ぞ

池
田
直
樹

焼
津
西
小
３
年

中
学
生

ま
っ
す
ぐ
な
線
路
の
先
に
夏
の
雲

和
泉
原
あ
か
り

葉
梨
中
３
年

一
般

大
竜
勢
月
を
掠
め
て
上
が
り
け
り

小
野
多
生

焼
津
市
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歴代化石賞受賞作品

村 越 化 石 俳 句 大 会

大
会
回

年
度

部　
　
門

作　
　
　
　
品

氏　
　
名

学
校
名
等

第6回

平成20

小
学
生

エ
ア
コ
ン
が
な
く
て
も
す
ず
し
祖
母
の
家

溝
口
真
加

大
井
川
西
小

中
学
生

勉
強
は
ち
ょ
っ
と
休
憩
星
月
夜

遠
藤
菜
摘

西
益
津
中

一
般

木
苺
を
母
が
食
べ
れ
ば
子
も
倣
ふ

笠
原
沢
江

牧
之
原
市

第7回

平成21

小
学
生

か
ぶ
と
む
し
木
か
ら
お
ち
て
も
ま
た
の
ぼ
る

前
田
ひ
な
た

西
益
津
小
２
年

中
学
生

雲
海
を
泳
ぎ
き
つ
た
り
夢
の
中

小
花
海
月

西
益
津
中
３
年

一
般

洗
い
晒
し
身
に
爽
や
か
や
鍬
担
ぐ

天
野
公
江

富
士
市

第8回

平成23

小
学
校
低
学
年

富
士
登
山
夜
空
が
き
れ
い
ま
た
来
る
よ

小
林
悠
斗

岡
部
小
３
年

小
学
校
高
学
年

グ
ラ
ン
ド
に
あ
せ
が
ち
っ
て
る
あ
と
が
あ
る

谷
口
泰
亮

大
洲
小
５
年

中
学
生

電
線
に
音
符
の
よ
う
な
稲
す
ず
め

鈴
木
奈
々
恵

焼
津
中
３
年

一
般

浴
衣
着
て
川
の
夕
暮
れ
見
て
を
り
ぬ

田
崎
と
し
子

沼
津
市

第9回

平成24

小
学
校
低
学
年

太
よ
う
の
中
で
か
が
や
く
ぎ
ん
や
ん
ま

下
田
理
音

青
島
東
小
３
年

小
学
校
高
学
年

炎
天
下
み
ん
な
で
と
っ
た
優
勝
旗

横
山　

翔

青
島
北
小
５
年

中
学
生

法
隆
寺
緑
の
中
に
溶
け
に
け
り

実
石
理
子

和
田
中
３
年

一
般

茶
の
銘
は「
天
下
一
」な
り
風
薫
る

磯
部
和
子

藤
枝
市
泉
町
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歴代化石賞受賞作品

村 越 化 石 俳 句 大 会

大
会
回

年
度

部　
　
門

作　
　
　
　
品

氏　
　
名

学
校
名
等

第10回

平成25

小
学
校
低
学
年

た
べ
た
い
な
ふ
じ
さ
ん
み
た
い
な
か
き
ご
お
り

松
浦
鉄
弥

藤
枝
小
３
年

小
学
校
高
学
年

夏
の
夜
ね
こ
ろ
ん
で
見
た
流
星
群

永
田　

藍

青
島
小
５
年

中
学
生

ふ
り
か
え
る
阿
弥
陀
も
見
入
る
蓮
の
花

秋
山
い
ぶ
樹

焼
津
中
３
年

一
般

芋
の
露
馴
染
み
ば
か
り
の
診
療
所

城
所
有
子

藤
枝
市
音
羽
町

第11回

平成26

小
学
校
低
学
年

す
い
か
わ
り
ぼ
く
が
き
め
る
ぞ
ど
ま
ん
な
か

板
橋
巧
実

高
洲
小
３
年

小
学
校
高
学
年

妹
の
笑
顔
は
ま
る
で
ひ
ま
わ
り
だ

藤
本　

愛

高
洲
南
小
４
年

中
学
生

若
鮎
や
う
ろ
こ
光
ら
せ
瀬
を
登
る

山
下
美
徳

藤
枝
明
誠
中
２
年

一
般

心
眼
で
詠
み
し
句
胸
に
一
夜
酒

高
橋
和
子

静
岡
市
葵
区

第12回

平成27

小
学
校
低
学
年

夏
空
に
イ
ル
カ
の
ジ
ャ
ン
プ
金
メ
ダ
ル

服
部
芽
依

高
洲
小
３
年

小
学
校
高
学
年

夏
休
み
た
い
く
つ
そ
う
な
ラ
ン
ド
セ
ル

永
井
茉
桜

小
川
小
４
年

中
学
生

豊
の
秋
祖
父
の
笑
顔
は
花
の
よ
う

濱
田　

歩

東
京
都
町
田
第
一
中
２
年

一
般

茶
を
摘
み
つ
子
の
宿
題
の
九
九
を
聞
く

菅
原
末
野

榛
原
郡
吉
田
町

第13回

平成28

小
学
校
低
学
年

夏
休
み
最
後
の
一
日
短
い
な

櫻
井　

秀

青
島
小
３
年

小
学
校
高
学
年

い
そ
が
し
い
母
に
あ
げ
た
い
夏
休
み

漆
畑
美
心

小
川
小
５
年

中
学
生

タ
ン
ポ
ポ
は
未
知
の
世
界
に
飛
ん
で
ゆ
く

三
ヶ
尻　

新

広
幡
中
１
年

一
般

堪
ふ
る
こ
と
今
は
淋
し
さ
千
菜
汁

中
谷
貞
子

北
海
道
恵
庭
市
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歴代化石賞受賞作品

村 越 化 石 俳 句 大 会

大
会
回

年
度

部　
　
門

作　
　
　
　
品

氏　
　
名

学
校
名
等

第14回

平成30

小
学
生

太
陽
の
色
も
も
ら
っ
た
マ
ク
ワ
ウ
リ

市
川
真
綾

高
洲
小
６
年

中
学
生

お
日
さ
ま
が
会
話
し
て
い
る
向
日
葵
と

高
野
颯
太

岡
部
中
１
年

一
般

雁
渡
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
は
一
列
に

内
野
義
悠

埼
玉
県
所
沢
市

第15回

令和元

小
学
生

あ
さ
が
お
に
お
み
ず
あ
げ
る
と
に
じ
が
で
た

鈴
木
彩
世

藤
枝
小
１
年

中
学
生

初
富
士
に
負
け
じ
と
波
上
げ
駿
河
湾

笹
野
陽
介

藤
枝
中
２
年

一
般

端
居
し
て
妻
と
余
生
の
こ
と
少
し

大
石
容
一

藤
枝
市
築
地

第16回

令和2

小
学
生

笠
地
蔵
ひ
と
み
の
中
に
舞
う
花
火

杉
山
大
喜

青
島
小
４
年

中
学
生

セ
ミ
た
ち
に
負
け
る
な
わ
た
し
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

萩
原　

遙　
　
西
益
津
中
２
年

一
般

見
え
ぬ
眼
に
見
ゆ
る
も
の
あ
り
新
茶
汲
む

橋
本
世
紀
男

東
京
都
江
東
区

第17回

令和3

小
学
生

元
気
だ
よ
声
だ
け
で
会
う
夏
休
み

田
端
優
菜

藤
枝
中
央
小
４
年

中
学
生

川
遊
び
岩
か
ら
飛
び
こ
み
初
挑
戦

金
原
聡
佑　
　
青
島
中
１
年

一
般

田
を
植
え
て
高
根
の
富
士
を
拝
し
け
り

大
石
容
一

藤
枝
市
築
地

第18回

令和4

小
学
生

お
に
や
ん
ま
か
わ
の
ま
わ
り
を
ぱ
と
ろ
ー
る

山
下
蒼
馬

藤
枝
中
央
小
１
年

一
般

読
初
の「
端
坐
」に
父
の
朱
線
か
な

古
賀
勇
理
央

愛
知
県
尾
張
旭
市
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心
眼
魂
の
俳
人 

村
越
化
石

除
夜
の
湯
に
肌
触
れ
あ
へ
り
生
く
る
べ
し
昭
和
25
年
作

新
年
へ
の
希
望
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
特
効
薬
プ
ロ
ミ
ン
の
開
発
に
よ
り
、
療
友
と
と
も
に

奇
跡
的
な
薬
効
に
浴
し
て
一
年
。
生
命
感
を
初
め
て
見
い
だ
し
、
決
意
を
詠
ん
だ
句
。

闘
う
て
鷹
の
ゑ
ぐ
り
し
深
雪
な
り
昭
和
43
年
作

深
雪
に
残
っ
た
傷
跡
か
ら
、ひ
ろ
が
っ
た
鷹
へ
の
イ
メ
ー
ジ
。
俳
句
作
り
は
気
合
い
。
気
合

い
が
奥
に
あ
る
も
の
を
引
き
出
す
。
こ
の
句
は
共
鳴
者
が
多
く
、私
の
代
表
作
と
な
っ
た
。

生
き
ね
ば
や
鳥
と
て
雪
を
払
ひ
立
つ
昭
和
46
年
作

失
明
か
ら
立
ち
上
が
る
も
、
私
の
日
常
は
ま
だ
ま
だ
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
。

天
が
下
雨
垂
れ
石
の
涼
し
け
れ

昭
和
51
年
作

林
火
先
生
に
、
こ
の
句
は
無
欲
の
境
地
だ
と
い
わ
れ
た
。

ぽ
っ
と
ん
ぽ
っ
と
ん
と
い
う
雨
垂
れ
の
音
、
青
苔
の
つ
い
た

形
の
よ
い
石
を
頭
の
中
に
浮
か
べ
た
。

※
掲
載
句
の
注
釈
は
、
村
越
化
石
句
碑
建
立
記
念
集
『
大
龍
勢
』
の

　
自
註
句
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

村
越
化
石
略
年
譜

大
正
11
年

12
月
17
日
、志
太
郡
朝
比
奈
村（
現
・
藤
枝
市

岡
部
町
）で
生
ま
れ
る

昭
和
13
年

16
歳
で
ハ
ン
セ
ン
病
発
症
、治
療
の
た
め
離
郷
。

16
年

奈
美
と
結
婚
、

国
立
療
養
所
栗く

り
う
ら
く
せ
ん
え
ん

生
楽
泉
園
に
入
園
。

18
年

本ほ
ん
だ
い
っ
さ
ん

田
一
杉
の
指
導
を
受
け
る
。園
の「
栗
の
花
句
会
」

（
後
に
高
原
俳
句
会
）で
、俳
句
精
神
を
学
ぶ
。

23
年

プ
ロ
ミ
ン
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
治
療
が
日
本

で
始
ま
る
。

24
年

こ
の
こ
ろ
化
石
さ
ん
も
プ
ロ
ミ
ン
を
注
射
。

大お
お
の
り
ん
か

野
林
火
主
宰
の『
濱は
ま

』に
境
遇
を
隠
し
た
ま
ま

初
投
句
。

25
年

林
火
に
境
遇
を
打
ち
明
け
て
、高
原
俳
句
会
の

指
導
を
依
頼
す
る
。

30
年

片
目
の
視
力
を
失
う
。

45
年

残
る
片
目
の
視
力
も
失
う
。

58
年

第
17
回
蛇だ

こ
つ笏
賞 

受
賞
。

平
成
3
年

紫し
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章
受
章
。

14
年

村
越
化
石
句
碑
除
幕
式
。60
年
ぶ
り
に
帰
郷
。

20
年

第
８
回
山
本
健
吉
賞
受
賞
。

26
年

３
月
８
日 

栗
生
楽
泉
園
で
逝
去　

91
歳



12

〔投句数の推移〕

大会回 年度
投　　句　　数

小 学 生 中 学 生 一  般 合  計

第1回 平成15 1 ,417 704 671 2 ,792

第2回 平成16 673 802 553 2 ,028

第3回 平成17 932 858 360 2 ,150

第4回 平成18 851 1 ,041 426 2 ,318

第5回 平成19 1 ,105 891 434 2 ,430

第6回 平成20 1 ,180 1 ,199 380 2 ,759

第7回 平成21 1 ,913 964 402 3 ,279

第8回 平成23 1 ,118 505 442 2 ,065

第9回 平成24 966 598 418 1 ,982

第10回 平成25 1 ,048 781 453 2 ,282

第11回 平成26 1 ,155 768 506 2 ,429

第12回 平成27 1 ,154 744 418 2 ,316

第13回 平成28 1 ,339 787 418 2 ,544

第14回 平成30 726 638 354 1 ,718

第15回 令和1 884 1 ,542 308 2 ,734

第16回 令和2 1,005 749 308 2 ,062

第17回 令和3 1,361 1 ,405 212 2 ,978

第18回 令和4 1,433 1 ,597 404 3 ,434

第19回 令和5 1,733 1 ,785 415 3 ,933



〔
石
刻
句
〕

望
郷
の
目
覚
む
八
十
八
夜
か
な

平
成
十
五
年（
第
一
回
）

平
成
二
十
一
年（
第
七
回
）

平
成
二
十
三
年（
第
八
回
）

　平
成
三
十
年（
第
十
四
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

令
和

三

年（
第
十
七
回
）

「
村
越
化
石
顕
彰
玉
露
の
里
俳
句
大
会
」開
催

「
藤
枝
市
村
越
化
石
顕
彰
俳
句
大
会
」に
名
称
変
更

「
藤
枝
市
村
越
化
石
俳
句
大
会
」に
名
称
変
更
　
　

実
行
委
員
会
に
よ
る
運
営
体
制
へ
移
行

選
者
に
有
馬
朗
人
氏
と
関
森
勝
夫
氏
を
迎
え
、

新
た
な
運
営
体
制
で
再
開
、小
学
生
・
中
学
生
の

部
は
市
内
在
住・通
学
者
を
対
象
。

選
者
に
大
串
章
氏
を
迎
え
る
。

【
俳
句
大
会
の
経
緯
】

望
郷
の
句
は
私
に
多
い
。故
郷
を
離
れ
て
す
で
に
久
し
く
、

見
え
な
い
眼
の
奥
に
い
つ
も
故
郷
が
あ
る
。夏
も
近
づ
く

八
十
八
夜
は
新
茶
の
初
摘
み
の
頃
、村
中
が
茶
の
香
り
に

つ
つ
ま
れ
る
よ
き
季
節
。

生
気
溢
る
る
八
十
八
夜
は
望
郷
と
と
も
に
私
の
好
き
な

言
葉
で
あ
る
。

村
越
化
石

平
成
七
年
作

”魂
の
俳
人
“
村
越
化
石

村
越
化
石
氏
は
大
正
十
一
年
藤
枝
市
岡
部
町
に
生
ま
れ
、

ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
、十
六
歳
の
と
き
治
療
の

た
め
離
郷
。

そ
の
後
、俳
人
大
野
林
火
氏
に
師
事
し
、精
進
に

精
進
を
重
ね
て
数
々
の
立
派
な
作
品
を
生
み
だ
し
、

「
魂
の
俳
人
」と
し
て
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

藤
枝
市
村
越
化
石

　
　
　
　
俳
句
大
会
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
、藤
枝
市
岡
部
町
出
身
の

村
越
化
石
氏
の
功
績
を
顕
彰
し
て
、

藤
枝
市
岡
部
町
新
舟
に
句
碑
を
建
立
す
る

と
同
時
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
会
の
主
旨
は
、村
越
化
石
氏
の
俳
句
の

世
界
の
理
解
、俳
句
に
人
生
の
豊
か
さ
を

見
出
し
て
い
る
方
々
に
作
品
発
表
の

機
会
を
作
る
こ
と
、そ
し
て
初
心
者
を

は
じ
め
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
俳
句
に

親
し
み
、楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年

平
成
三
年

平
成
二
十
六
年
三
月
八
日

第
十
七
回
蛇
笏
賞 

受
賞

紫
綬
褒
章
受
章

死
去（
九
十
一
歳
）

令
和
五
年
十
二
月
十
日
　
発
行

編
集
・
発
行
　
藤
枝
市 

街
道
・
文
化
課

　
　
　
　
　
　
藤
枝
市
岡
出
山
一
丁
目
十
一
番
一
号

　
　
　
　
　
　
電  

話 

〇
五
四-

六
四
三-

三
〇
三
六

印
　
　
　
刷
　
中
央
印
刷
株
式
会
社

入
賞
作
品
集

藤
枝
市
村
越
化
石
俳
句
大
会

第
19
回“

魂
の
俳
人„

玉
露
の
里



村
越
化
石
氏
の
句
集

〔処女句集〕昭和37年〔卒寿記念自選句集〕平成25年〔第九句集〕平成22年

〔第二句集〕昭和49年〔第八句集〕平成19年

〔第三句集〕昭和57年〔第七句集〕平成15年

〔第四句集〕昭和63年〔第五句集〕平成4年〔第六句集〕平成9年

獨
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山
國
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